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利用を妨げる「心理的ハードル」の解消と環境整備につ
いて、「頼る不安」や周知不足という「見えない壁」を打
破し、誰もが安心して制度を利用できる環境を整えるため
の改善策を伺う。
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子育てを、ひとりに
しないまちへ
～地域共助と子育て支
援の新しいかたち～

核家族化や地域コミュニティーの希薄化により、子育て家庭
の孤立が深刻化している。本市が推進する「富士宮市子育て応
援ヘルパー等派遣事業」の拡充は、孤立を防ぐセーフティー
ネットとして極めて重要であり、大きな前進と評価する。こう
した中で、行政の支援（公助）を入り口に、将来的に地域全体
で自然に支え合う文化（共助）へとつなげていく「安心の連
鎖」を構築することこそが、本市の少子化対策の根幹であると
考える。現状の課題と今後の展望について以下伺う。
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本事業の過去５年間における利用者数、利用延べ時間、
利用内容（家事・育児援助の各項目）の推移について伺
う。

特に近年、調理等の家事援助ニーズが数年で数倍に急増
している背景を、市当局はどのように分析しているか。ま
た、ニーズの増加に対し、現在の供給体制（キャパシ
ティー）の現状と、今後の担い手確保に向けた見通しを伺
う。

地域共助の可視化と「子育てサポーター」の公的認証に
ついて、専門職不足を補い、地域に「顔の見える信頼関
係」を再生するため、市が研修・認定した市民を「子育て
サポーター（仮称）」として可視化（ワッペン等の着用）
する仕組みを提案する。行政支援を「入り口」として地域
共助を「日常」へとつなげる仕組みづくりについて、市の
考えを伺う。

「食のウェルビーイ
ング」の実現と「しお
サポ」事業の推進につ
いて

第６次富士宮市総合計画の始動にあたり、将来都市像「富士
山を心に人の和と豊かな自然が織りなす幸せ感じる富士宮」の
実現には、市民一人ひとりが心身ともに健やかであることが不
可欠である。私は、本市の豊かな農産物や、地域に眠る歴史あ
る資源、そして家庭で育まれてきた食の知恵こそが、健康寿命
を延ばし、地域を活気づける「宝」であると考える。この「豊
かな食」を単なる消費で終わらせず、減塩対策という「健康」
の視点を市全体で「食の幸せ（ウェルビーイング）」を形にす
るために伺う。
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保健福祉部における「健康減塩サポート店（しおサ
ポ）」事業の現状と課題について伺う。本市で始動した
「しおサポ」事業の登録状況と、市民・店舗の手応えをど
のように把握しているか。また、普及拡大に向けた現時点
での課題について当局の分析を問う。

市は募集にあたり「メニュー開発への協力」を掲げてい
るが、市の管理栄養士・栄養士がどのように行うのか。

しおサポを市民に周知・理解していただくため、減塩を
テーマとした「講演会」や「減塩レシピの募集」を実施
し、市民の理解を深める考えはないか。
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